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24．201Tl　Retention　indexのfunctiona1　image

　　放射線治療後再発例の検討一第1報一

吉村　尚子

秦　　康博

吉田　大輔

赤木直樹

福本　光孝　　濱田　典彦

野田　能宏　　寺島正子

吉田　祥二　　　（高知医大・放）

　　　　　　　　　（同・放部）

　従来肺癌放射線治療後に生じる肺線維症のため肺癌の

局所再発の診断に苦慮してきた．

　われわれは201Tl　SPECTを施行し，さらに利波らに

よるRetention　indexのfunctional　imageを用いて線維

症と局所再発部位との違いを描出させることを試みた．

　対象は肺癌放射線治療後の肺癌8例と正常者3例で，

201TICIを222　MBq静注10分，180分後SPECT装置

を用いて撮像．axial　imageを再構成した後，　Retention

indexのfunctional　imageを作成した．喀疾，組織法で

確認できたのは4症例で，いずれも本法で陽性所見が得

られ，有用と思われた．

26．温熱療法の治療効果判定における201Tlシンチグラ

　　フィの有用性の検討
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　温熱治療効果判定における201T1シンチグラフィの有

用性を実験腫瘍を用い検討した．ラット大腿部に移植し

た佐藤肺癌に加温（44°C15分間・46°C　15分間）を行い，

加温前・直後・24時間後に201TICIを静注し，腫i瘍（T）

と対側健常肢（N）のカウント数よりT／N比を算出し，

腫瘍増殖率や腫瘍組織血流との関連を検討した．温熱療

法により7日後の腫瘍増殖率は非加温群と比べ有意差を

認め，腫瘍組織血流は加温直後より低下が見られた．

T／N比は加温により低下を認め，高温になるほどT／N

比は低下した．加温24時間後のTIN比と加温7日後の

腫瘍増殖率に相関を認め，温熱療法の治療効果判定に

201T1シンチグラフィの有用性が示唆された．

25．頭蓋底腫瘍浸潤の99mTc・MDP，201TICI　2核種同

　　時測定法第1報ファントムによる基礎的検討
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　99mTc－MDPと201TlClを用いて頭蓋底を介して脳内

に浸潤する腫瘍の診断を得るために2核種同時収集法を

検討した．ドライボーンをファントムとしてファントム

のSPECT像と人体の像の近似性を示したうえ，神経血

管孔の位置をSPECT像上で確認した．2核種の同時収

集の際に問題となるcrosstalkに関しても基礎的検討を

加え，その関与が35％程度の条件下でもなお，SPECT

像上では得られた情報は評価可能であると考えられた．

27・99mTc・pertechnetateの軟部腫瘍への集積の検討
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　99mTc・04一の神経原性軟部腫瘍への集積に関してはす

でに報告したが，今回われわれはその他の組織型を含む

軟部腫瘍11例に99mTc・0ゴシンチを応用し，その腫瘍

シンチとしての有用性を67Gaシンチと比較検討した．

方法は99mTc－04一は500－600　MBq静注3時間後，

67Gaは111　MBq静注48時間後に大視野カメラにてス

ポット撮影を行った．得られたシンチグラムにおいて腫

瘍への集積を視覚的に評価するとともに腫瘍部と健常部

のuptake　ratioを求め検討した．99mTc・04一シンチで

は，全例に集積を認め，その検出能は67Gaシンチより

良好であり，uptake　ratioも有意に高値であった．

99mTc・04一シンチは軟部腫瘍の存在診断，術後経過観察

に有用であると考えられた．
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